
地表性 甲虫の研究(そ の3)

とくにカクスナゴミムシダマシの日周活動と食性

北海道斜里高等学校生物部

はじめに

我々生物部 では、1975年 より斜里地方における

地表性甲虫の生態 と分布について調査研究 してき

た。今年もこの研究 を継続す る予定であったが、

わずかしか新入部員が入 らず、人手不足 もあって

継続 が困難 になった。 これまでの研究は1979年 発

刊の知床博物館研究報告第1集 に報告 した通 り、
一応の成果が得 られたものと思 う

。 そこで次の研

究テーマとして、以前から関心が深かった甲虫の

日周活動を調査研究 してみることにした。

日周活動 とは生物が1日 の活動において示す一一

定の周期のことであり、昼夜の変化に応 じて活動

時 と休息時 を繰 り返 している。一般にゴキブリの

ように夜間活動するもの を夜行性、ハエのように

昼間活動するものを昼行性、さらに夕方 または朝

方に活動するものを薄暮性 とよんでいる。 この中

で最 も知 られているのがゴキブリの日周活動で、

その活動は夕方の日暮の直後から開始 し、2時 間
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ゴ キ ブ リの 日周 期 の 改 変.

横 軸 は時 間,斜 線 の 部 分 は 「暗 」,縦 軸 が活 動 性 の 大 き さ.

図1.桑 原 万 寿 太 郎(1966)よ り 〔注1〕

後 ぐ ら い に ピー ク に達 す る。 そ れ か ら夜 が明 け る

時 刻 の 前 に は静 か に な り、昼 間 は休 息 す る と い う

24時 間 の 周 期 を続 け て い る。 この よ う に生 物 の も

つ 時 間 に対 す る感 覚 は 、 外 界 条 件 た と えば 太 陽 ・

月 ・電 磁 場 ・気 圧 な どの 移 り変 わ りに対 す る反 応

と、 生 物 自体 に組 込 まれ た一 定 の リズ ム(概 日 リ

ス ムcircadianrhythm)を 生 じる機 構iとの 組 合

せ に よ っ て 生 じる。 この 後 者 の機 構 は一 種 の 時 計

と考 え られ て い るの で 、 こ れ を生 物 時 計 また は体

内 時 計 とい う。

図1に 引 用 した よ う に桑 原 万 寿 太 郎(1966年)

に よ る と 、 ゴ キ ブ リの 活 動 の リズ ム は 、 夜 の 来 る

の を早 め た場 合(b)に は 周 期 を ち ぢめ て、 毎 日

少 しず つ 活 動 の は じ ま り を夜 の は じ ま りに近 づ け

るよ うに動 い て い く。 さ ら に夜 の 来 るの を お そ く

した時(c)に は 、逆 に周 期 をの ば して 毎 日少 し

ず つ 新 し い位 相(時 刻)に 近 づ け る よ う に動 く。

こ の場 合 、「明 」 か ら 「暗 」 へ の 移 り変 わ り が活 動

性 を開 始 させ る刺 激 に な っ て い る と考 え られ 、 外

界 の 刺 激 は1回 に は ほ ん の 少 しの 限 定 され た値 し

か リズ ム をず らす こ とが で きな い こ と を示 して い

る。

この よ う に生 物 に は体 内 時 計(概 日 リズ ム)の

決 ま っ た位 相 に決 ま っ た 行 動 を と る よ うな仕 組 み

に な っ て い る。 と こ ろ で 、 我 々 が研 究 して い る地

表 性 甲 虫 の 日周 活 動 につ い て は あ ま り知 られ て い

な い の で 、 トラ ップ 法 を用 い て24時 間 の 活 動 を野

外 調 査 した 。

調 査 方 法

A.採 集 方 法

こ の調 査 に用 い た トラ ップ は 、 飲 み 口側 を切 り

落 した ジュ ー ス等 の 空 カ ン を5個 ず つ2列 に互 い

違 い に並 べ 、 各 カ ンの 間 隔 を1mほ ど に して切 り

口 が地 面 と水平 に な る よ うに埋 め た もの で あ る。

トラ ップ の え さ と して 、 食 性 を調 べ る 目的 も兼 ね
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て豚 肉 を腐 らせ た も の10gと 糖 蜜 を、 カ ンの 底 に

少 した ま る程 度 に入 れ た 。

B.採 集 期 問

1日(24時 間)の 甲 虫 の 活 動 を追 っ て み る た め

に は平 日は 無 理 なの で 、土 曜 日の 午 後1時 か ら翌

日 の 日曜 日の 午 後1時 ま で 調査 を行 っ た 。

採 集 時 間 は2時 間 お き と し、 同 時 に気 温 を測 定

した。 な お採 集 した 甲 虫 は種 を同 定 す るた め に す

べ て持 ち帰 り標 本 に した。

期 間 は 以 前 の調 査 か ら甲 虫 の 活 動 が盛 ん で あ ろ

うと思 わ れ た6月 か ら7月 に か け て 行 っ た 。 調 査

を行 っ た 週 は1回 目6月16～17日 、2同 目6月23

～24日 ,3回 目6月30日 ～7月1日,4回 目7月

7～8日,5回 目7月21～22日,6回 目7月28～

29日 の 計6回 行 っ た 。 な お 、7月14～15日 の 土 ・

日曜 日は期 末 テ ズ ト準 備 期 間 の た め 中 止 した 。

C.採 集 地 点

採 集 場 所 は 、以 前 生 態 と分 布 を調 べ る た め に設

け た斜 里 町 以 久 科 北 の トラ ップ地 点(昨 年 調査 時

のK地 点)を 中 心 と し て行 っ た(図2)。

こ こ は北 に オ ホ ー ツ ク海 が あ り海 岸 は砂 地 で そ

こ か ら南 側 は2段 の段 丘 に な っ て お り、2段 目の

段 丘 に は カ シ ワ林 が帯 状 に な っ て い る。 また す ぐ

そば に は ア ッカ ンベ ツ川 が流 れ て お り、 川 と段 一丘

との 間 に は 高 さ10mほ どの 砂 地 の が け が あ る。 こ

の よ うな所 に4ヶ 所 の トラ ップ地 点 を設 け た 。 各

地 点 の 環 境 は 次 の通 りで あ る。

① 浜 地 点 この地 点 は オ ホ ー ツ ク海 か ら50m

ほ ど内 陸 に あ る。 地 表 は 砂 地 で ハ マ ニ ンニ クが 密

生 して い る。

② 河岸地点 ここは了ッカンベッ川 とその西

側 にあるがけとの間の幅5mほ どの河岸にある。

地表は砂地でコウボウシバなどの海浜性の植物が

生えている。

③ 段丘A地 点 ここは第2段 丘の海側にあり、

オホー ツク海から100mほ ど離れている。カシワ

林 に囲まれ地表は砂地ではあるが表面は腐葉土で

覆われている。

④ 段丘B地 点 この地点は第2段 丘の内陸側

にある。4～5m東 側にはがけがある。路傍 わき

にあるので雑草が生えており、西側にはマツ類な

どの林 がある。地表は土 と砂で覆われている。

調 査 結 果

A.地 表 性 甲 虫 の地 点 別 及 び 時 間 別 捕 獲 数

6回 の 調 査 で オ サ ム シ科 、 ゴ ミム シ科 な ど8科

22種 の 甲 虫 計238個 体 を採 集 し た。 各 地 点 の 採 集

個 体 数 は 表1の とお りで あ る。 特 徴 を み て

み る と、 オサ ム シ科 の 甲 虫 は段 丘 内 に 棲 息 して お

り、 ゴ ミム シ科 の オ サ ム シモ ドキ は河 岸 に 多 く棲

息 す る もの と思 わ れ る。 また 同 じゴ ミム シ科 の ク

ロ オ オ ナ ガ ゴ ミム シ、 コ メ ツキ ム シ科 の サ ビキ コ

リは どの地 点 で も採 集 した こ と か ら、 この 付 近 一

帯 に分 布 す る も の と思 わ れ る。 ゴ ミム シ ダマ シ科

の カ クス ナ ゴ ミム シ ダマ シ、 ゾ ウ ム シ科 の シ ラ フ

ヒ ョウ タ ンゾ ウ ム シは 比 較 的 浜 地 点 と河 岸地 点 に

多 い。 また コ メ ツ キ ム シ科 の トビ イ ロ ム ナ ボ ソ コ

メ ツ キ は この 両 地 点 のみ で採 集 した こ とか ら、 こ

れ らは 砂地 に 多 い種 と思 わ れ る。

オ ホ ー ツ ク'
a

図2.採 集地点の環境 平面及び断面図 一 ①:採 集地点
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表1.地 表性甲虫の地点別及び時間別捕獲数

科 名 種 名
地 点 別 捕 獲 数 時 間 別 捕 獲 数

浜地 点 河岸地点 段丘A地点 段丘B地点
総 数

15時 17 19 21 23 1 3 5 7 9 11 13

エ ゾ カ タ ビ ロ オ サ ム シ 1 1 1

コブ ス ジア カガ ネオサ ム シ 1 ● 1 1

オ サ ム シ科 ヒ メ ク ロ オ サ ム シ 2 1 3 2 1

ア イ ヌ キ ン オ サ ム シ 2 2 1 1

オ オ ル リ オ サ ム シ 1 1 2 1 1

エ ゾ マ イ マ イ カ ブ リ 2 1 3 1 1 1

オ サ ム シ モ ド キ 11 11 1 2 8

ゴ ミ ム シ 科
ク ロ オ オ ナ ガ ゴ ミム シ 2 2 1 2 7 1 2 1 2 1

エ ゾ ナ ガ ゴ ミ ム シ 1 3 4 1 2 1

ア オ ゴ ミ ム シ 2 2 1 1

マ エ モ ン シ デ ム シ 1 1 1

シ デ ム シ科 オ オ ヒ ラ タ シ デ ム シ 1 4 5 1 2 2

ヒ ラ タ シ デ ム シ 3 5 2 10 2 3 2 1 1 1

セ ンチ コ ガ ネ科 セ ン チ コ ガ ネ 1 1 1

サ ビ キ コ リ 13 2 2 6 23 4 4 4 2 2 2 2 1 2

コ メ ツ キ

ム シ 科

コ ガ ネ コ メ ツ キ 1 1 1 3 2 1

オ オ カ バ イ ロ コ メ ツ キ 1 1 1

トビイ ロムナ ボ ソ コメツキ 22 7 29 2 7 4 1 3 4 1 3 2 2

コメツキダマシ科 ツヤヒメ ミゾコメツキ ダマ シ 1 1 1

ゴ ミムシダマ シ科
カ クス ナ ゴ ミム シ ダ マ シ 62 32 1 11 106 4 3 8 25 16 14 19 6 1 3 2 5

ホ ソ ク ビ キ マ ワ リ 1 1 1

ゾ ウ ム シ 科 シ ラフ ヒ ョウ タンゾ ウム シ 7 11 2 1 21 1 4 2 3 1 3 1 3 3

総 数 ll3 70 24 31 238 13 3 16 48 31 28 30 19 Il 12 10 17
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B.カ クス ナ ゴ ミム シ ダマ シ の 日周 活 動

さ らに表1よ り地 表 性 甲 虫 の2時 間 ご と に お け

る捕 獲 数 をみ て み る と、 日の 入 り後 ～ 口の 出 前 の

夜 間 に 全体 の72.3%採 集 した。 多 くの 甲 虫 は 夜 間

活 動 す る と思 わ れ るが 、 種 に よ っ て 夜 行 性 の タ イ

プ が異 な る も の と思 わ れ る の で 、 今 回 の 調 査 に お

い て最 も 多 く採 集 した カ ク ス ナ ゴ ミム シ ダマ シ

(Goηoccρ んαZπ7ηγedlco〃eMotschulsky)の

日周 活動 につ い て 分 析 して み た 。 な お 、1同 目 の

N(個 体 数)一18、2L呵 目N-26、3[口 」目N-17、

4回 目N-28、5回 目N-13、6回 目N-4の 計

106個 体 の 甲 虫 を採 集 した 。

1回 目(天 候;く も りの ち晴 れ)1回 目の 調 査

で は 日 の入 り後21時 に6個 体 、23時 に5個 体 と 多

く採 集 した が、1時 に は 採 集 で きず 明 け方3時 に

2個 採 集 した 。

2回 目(天 候;く も り時 々晴 れ)2回 目 の 調査

は 日の 入 り後19時 と21時 に そ れ ぞれ4個 体 採 集 し、

23時 に は1個 体 と減 少 し、1時 に6個 体3時 に4

個 体 と増 加 した 。

3回 目(天 候;晴 れ)3回]の 調 査 では21;23,

1,3時 に4個 体 ず つ 平 均 に採 集 し、23,1時 に

減 少 す る傾 向 は み られ な か った 。

4回 目(天 候;く も りの ち晴 れ)4回 目の 調 査

は 日の 入 り後21時 に6個 体 、1時 に4個 体 と減 少

し、 明 け方3時 に6個 体 と増 加 した。

5回EI(天 候;晴 れ)5回 目 の調 査 は 日 の 入 り

後21時 に5個 体 。23,1時 に は急 激 な減 少 が み ら

れ、 明 け方3,5時 に そ れ ぞ れ3個 体 採 集 した 。

6回 目(天 候;雨 の ち晴 れ)6回 目の 調 査 は 夕

方 か ら夜 間 に か けて 小 雨 が降 っ て い た た め 夜 間 の

活 動 は な か っ た と思 わ れ る。 また 今 回 の調 査 で 採

集 個 体 数 が4個 体 と少 な か っ た の は 雨 の 影響 ば か

りで は な く、 以 前 の 調 査 結 果 か ら甲 虫 の 活 動 ピ ー

ク(6月)を 過 ぎて お り、 活 動 を終 え る時期 に入

っ た た め と思 わ れ る。

6回 の 調 査 の う ち1回 目,2回 目,4回 目,5

回 目は,日 の 入 り後 の活 動 と 日 の出 前 の 活 動 が活

発 で あ り、 真 夜 中 に 多 少減 少 す る傾 向 が み られ た 。

C.カ クス ナ ゴ ミム シ ダマ シの 食性

カ ク ス ナ ゴ ミム シ ダマ シの 食性 は 、1回 目糖 蜜

に16.7%、 腐 肉 に83.3%で 腐 肉 の トラ ッ プ に 多 く

入 っ た。2回 目 か ら5回 目 は糖 蜜 に60.0%～43.8

%、 腐 肉 に56.2%～40.0%の 割 合 で採 集 した 。6

1回 目

(個体数)

5

2回目

5

3回 目

5

4回 目

5回

6回

5

(℃)0

0

10

30

20

10

30

20

10

30

20

10

30

20

10

30

20

10

1517192123135791113(時)

図3.カ ク スナ ゴ ミム シ ダ マ シの 日周 活 動
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回目は採集個体数が少なく食性のデータとしては

不充分である。

1回目

2回 目

16.7% 83.3%

60.0% 40.0%

3回 目
43.8% 56.2%

4回 目
53.6% 46.4%

5回 目 53.8% 46.2%

6回 目 75.0% 25.0%

口 糖蜜 □ 腐肉

図4.カ クス ナ ゴ ミム シ ダマ シの 食性

考 察

昆虫には蝶や トンボのように昼間活動するもの

と多くの蛾のように夜間活動するものがある。明

るさ,温 度,食 性,外 敵 などのいろいろな条件が

からみ合って種 ごとの日周活動には、それぞれの

タイプがある。表2に 見るように昼行性 トンボで

表2.昼 行 性 ト ンボ 〔注2〕

種 活動が盛んな時問 活動の型

シオ カ ラ トンボ 朝 か ら夕方 まで 終日活動型

ミヤ マ サ ナ エ 午 前 中 午前活動型

カ ト リ ヤ ン マ 日没後と日の出前 た そが れ
活 動型

も3つ の タ イプ が 見 られ る。 また 表3の 矢 島 稔 に

よ る と夜 行 性 ス ズ メ ガ に お い て も種 に よ って そ れ

ぞ れ の 活 動 の 山(ピ ー ク)が 異 な る こ とが 知 ら れ

て い る。

カ ク ス ナ ゴ ミム シ ダマ シの 日周 活 動 を考察 す る

と、1回 ～6回 まで の 日 の 入 りの 時 間 は19時08分

か ら18時51分 の時 間 帯 に な り、 日の 出 の時 間 は3

時38分 か ら4時05分 の 時 間 帯 で あ る。6回 の 調査

結 果 を合 わせ る と 日の 入 り後25個 体,23時,1時

に は そ れ どれ16,14個 体 と 多少 減 少 し、 再 び 日の

出 前 の3時 に は19個 体 と増 加 が み られ る。 この こ

とか ら して21時 と3時 に2つ の 山 が み られ るの で

日没 後 及 び 日の 出前 に活 動 す る夜 行 性 の宵 暁型 に

類 似 す る。 日中 に わず か な が ら活 動 す る もの もみ

られ る が、 多 くは 砂地 や 枯 れ 草 、 枯 葉 の下 で 休 息

して い る と思 わ れ る。

採 集 時 間 毎 に気 温 の 調 査 も して きた。 そ こで 我

々 が測 定 した各 回 毎 の 平 均 気 温 と地 表 性 甲 虫 の 捕

獲 数 につ い て は 図5に よ っ て 示 め す 。 これ に よ る

と温 度 の 影 響 を強 く受 け な い と思 わ れ る。 一般 に

(℃)

25

20

15

6回目 1回 目

5回目3回 目

4回 目

2回 目

lIO2030(N)

図5.調 査 時 にお け る平 均 気 温 と捕 獲 数

表3.夜 行 性 ス ズ メ ガ 〔注3〕

種 活動が盛んな時間 活動の型

エ ビガタスズメ 21時 と2時 に2つ の 山 宵 暁 型

、

ウ ンモ ンス ズ メ 0時 と2時 に2つ の 山 深夜活動型

モ モ ス ズ メ 23時 と2時 に2つ の 山 深夜活動型

、 、

ビロー ドス ズ メ 20時 と23時 に2つ の 山 前夜活動型

写 真1.

カ ク ス ナ ゴ ミム シ ダ

マ シ俗oηoceρ んαん祝

γθcZ∫CO〃θ)

日本 全 土 に 分 布 し、

成 虫 ・幼 虫 と も に砂

地 の 枯 れ草 や 落 葉 の

下 に見 られ る。

体 長:12mm内 外 。
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昆 虫 の 日周 活 動 は温 度 、 湿 度 に も影響 され るで あ

ろ うが 、 あ る範 囲 で は 明 暗 が非 常 に強 く行 動 を支

配 して い るの で は ない か と考 え られ る。

次 に カ ク ス ナ ゴ ミム シ ダ マ シの 食性 につ い て 考

察 す る と、 トラ ップ の え さの 臭 い に引 き寄 せ られ

た 事 が、そ く食 性 と考 え る事 は 多少 の 疑 問 は あ るが、

今 回 の調 査 で は糖 密 が 合 計50個 体 で47.2%、 腐 肉

が合 計56個 体 で52.8%と い う結 果 を得 る こ と が で

き た。 トラ ップ に か か っ た糖 蜜 、腐 肉 を 自 然 界 に

た と え る と動 植 物 質 の 腐 敗 乾 燥 した粉 や 屑 な ど に

な り、 カ ク ス ナ ゴ ミム シ ダ マ シは雑 食 性 の傾 向 が

強 い こ とが わ か っ た 。 と こ ろ で1回 目の6月16日

か ら17日 の 食 性 に つ い て み る と、動 物 性 の 食餌 が

83.3%と 異 常 に高 率 を示 して い るの で 季 節 に よ っ

て動 物 性 、植 物 性 の 食 性 が異 な るの で は な い か と

も思 わ れ る。

今 後 の 課 題 と して は カ クス ナ ゴ ミム シ ダマ シ を

飼 育 し、 ラ イ フ サ イ ク ル、 食性 の 調査 を行 っ て み

た い。

な お 、 この 研 究 発 表 は54年 度 全道 理 科 研 究 発 表

大 会 生 物 部 門 に お いて 奨 励 賞 を受賞 し、 そ の 原 稿

を も とに 書 きあ らた め た も の で あ る。

もも

代 新 書 、 講 談 社246pp

林 長 閑(1978年)「 甲 虫 の観 察 と飼 育」 ニ ュー 、

サ イ エ ン ス社71pp

千 葉 喜 彦(!979年)「 昆 虫 時 計 」 培 風 館198pp

阿 江 茂 編(1974年)「 生 物 の世 界 ・昆 虫 」 文研 出 版

247pp

斜 里 高 校 生物 部(1977年)「 斜 里 地 方 に おけ る地 表

性 甲 虫 につ い て」 しれ と こ資 料 館 報 告No4

7p～12p

斜 里 高 校 生物 部(1979年)「 斜 里 地 方 に お け る地 表

性 甲 虫 につ い て(II)」 知 床 博 物 館 研 究 報 告 ・第

1集15p～20p

〔注1〕 桑 原 万 寿 太 郎 著 「動 物 の 体 内 時 計 」 よ り引

用 す る が原 点 はJ.EHarken(1964年)に よ る

もの で あ る。

〔注2〕 阿 江 茂 編 「昆 虫 」 の トンボ の 日周 活 動 よ り

引 用 し、 その 内容 を表2と して ま とめ た もの で

あ る。

〔注3〕 古 川 晴 男 監 修 「昆 虫 の事 典 」 の 日周 活 動 よ

り矢 島 稔 の も の を引 用 し、 この 内 容 を表3と し

て ま とめ た も の で あ る。
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